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虫化石層序を確立し，種の記載を行った．本検討地域からは 49 属 168 種の放散虫（Nassellaria
類 44 属 159 種，Spumellaria 類 5 属 9 種）が産出するが，その層位分布から重要な 60 の生層準を
認識し，そのうち 10 の層準を用いて下位より Pseudocrolanium puga 帯，Shana lanceloti 帯，
Dictyomitra communis 帯 ， Crolanium alatum 帯 ， Crolanium sachalinicum 帯 ， Amphiparvex 
ellipticus- Crolanium sachalinicum 帯，Archaeodictyomitra sliteri 帯，Dictyomitra densicostata 帯，
Diplostrobus lassenensis 帯，Dictyomitra formosa 帯，Protostichocapsa sp. B (= Amphipyndax sp. A of 
Taketani, 1982) 帯の 11 の化石帯を設定した． 
さらに， S. pseudomacrocephala，C. sachalinicum，Shana nakasekoi，D. formosa，Alievium 
praegallowayi および  Protostichocapsa sp. B の６つの初産出層準ならびに，Shana thurowi 
Praexitus alievi ， Pseudoeucyrtis aff. hanni ， S. lanceloti ， Thanarla elegantissima ， Shana 




界は S. lanceloti 帯最下部，アルビアン／セノマニアン階境界は A. ellipticus – C. sachalinicum 帯
の中上部，セノマニアン／チューロニアン階境界は D. lassenensis 帯の基底部，チューロニアン
／コニアシアン階境界は Protostichocapsa sp. B 帯の最下部に対比できることも明らかとなった． 
 さらに，本研究により認識された放散虫の各示準面は，有孔虫化石層序，炭素同位体比層序，
凝灰岩層の放射性年代測定を用いた統合層序によって正確な地質年代を決定できる．その結果，
OAE1a から OAE2 にわたる５つの海洋無酸素事件が生じた層準も推定することができた．この













上部白亜系蝦夷層群から産出する放散虫化石を用いて，49 属 168 種の放散虫化石（Nassellaria 類 44
属 159 種，Spumellaria 類 5 属 9 種）を同定し，その分類学的な系統関係を考慮して種の記載を行っ
た．さらに，これらの放散虫化石の層位分布を検討し，特徴的な種の出現・消滅から 60 の示準面を










要な群集変化が生じており，特に OAE1a と OAE1b は白亜紀の北西太平洋における放散虫の群集に大き
な影響を与えたことが示唆された． 
  これらの成果は自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示してい
る。したがって，小安浩理君提出の博士論文は博士（理学）の学位論文として合格と認める。 
 
 
 
 
 
